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４･ ６･ ８月は、前
年度の 2月の税額と
同額を引き落としま
す。10･12･２月は、
年税額から４～６月
分を差し引いた残り
の税額を引き落とし
ます。

４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以

上
の
年
金
受
給
者
の
う
ち
、

住
民
税
の
納
付
義
務
の
あ

る
方
が
対
象
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
方
の
年
金
所
得
に

係
る
住
民
税
の
納
税
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
対
象
と
な

る
の
は
、「
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
の
年
金
受
給
者
で
、
前
年
中

の
年
金
所
得
に
係
る
住
民
税
の
納

税
義
務
の
あ
る
方
」
で
す
。
た
だ

し
、次
に
挙
げ
る
方
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
方

◆
引
き
落
と
さ
れ
る
住
民
税
額
が

老
齢
基
礎
年
金
等
の
額
を
超
え
る

方
　
な
ど

引
き
落
と
し
の
対
象
と
な
る
年
金

と
は
…

　
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60

年
以
前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年

金
、退
職
年
金
な
ど
を
言
い
ま
す
。

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
の
年
金
か
ら
は
、
住
民
税
の

引
き
落
と
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

引
き
落
と
さ
れ
る
住
民
税
額
は
…

　
引
き
落
と
さ
れ
る
の
は
、
年
金

所
得
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民

税
額
の
み
で
す
。
給
与
所
得
や
事

業
所
得
な
ど
の
金
額
か
ら
計
算
し

た
住
民
税
額
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
、
ま

た
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

引
き
落
と
し
が
中
止
と
な
る
場
合

と
は
…

　
引
き
落
と
し
開
始
後
、
市
外
へ

の
転
出
、
税
額
の
変
更
、
年
金
の

支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

は
、引
き
落
と
し
が
中
止
と
な
り
、

普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
り
市
役

所
や
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
る
方

法
）
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
引

き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す
。

　
引
き
落
と
し
の
開
始
は
、
10
月

支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
年
度
の
住
民

税
額
の
半
分
（
6
月
分
・
8
月
分
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
住
民
税
の
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
（
特
別
徴
収
制
度
）
の
導
入
は
、

納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
制
度
に
よ
り
新
た
な
税

負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
詳
細
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
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■
問
合
先
／
税
務
課
　
市
民
税
第

一
係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
１
２
２
）

６・８月は年税額の１／４ずつ
をこれまでどおり納付書で納め
ていただきます。10・12・２月
は年税額の１／６ずつを引き落
とします。

住
民
税
の
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し〈
特
別
徴
収

制
度
〉が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
、
年
金
を
受
給
さ
れ
て
お
り
住
民
税
を
納
付
す
る
義
務
の
あ
る
方
に

は
、
年
４
回
、
市
役
所
や
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
き
、
住
民
税
を
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
年
金
を
支
給
す
る
社

会
保
険
庁
な
ど
の
年
金
保
険
者
が
住
民
税
を
年
金
保
険
者
が
住
民
税
を
年

金
か
ら
引
き
落
と
し
、
市
へ
直
接
納
入
す
る
た
め
、
納
税
の
手
間
が
省
か

れ
る
と
と
も
に
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

納付書で納める
（普通徴収）

年金から引き落とし
（特別徴収）

月 ６月 ８月 10月 12 月 2月

税額 15,000 円 15,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円

算出方法 1 ／ 4 1 ／ 4 1 ／ 6 1 ／ 6 1 ／ 6

年金から引き落とし
（特別徴収）

月 ６月 ８月 ８月 10月 12 月 2月

税額 10,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円

算出方法 昨年度２月と同じ額 22 年度の年税額の残りの１／３
ずつ

■平成 22年度以降の納め方

■本年度の納め方

（例）住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合

10月
より


